
OMOが発展する中で再注目される、リアル店舗のコミュニケーション

今どきの買い物客の満足度を高めるPOP広告とは
～コロナ後の店頭事例を紐解く～

JPMインストアマーケティングショー＆アワード
買い場トレンドセミナー2025

● 日 時：2025年３月3日(月)15:00～16:30 （ZOOMウェビナー）

● 講 師：向坂 文宏氏    (桜美林大学 准教授 POP広告研究家)

● テーマ：

多数の店頭事例
が語る！

買い場の事実

司会/DNPエスピーイノベーション 村上 浩 氏（ISM-NEXT部会 部会長）

＊本セミナーはISM-NEXT部会が主催致します。
セミナー終了後、NEXT部会委員による質問コーナーでより深く掘り下げます。

＜概要＞
コロナ禍にてリアル店舗への客足が遠のきましたが、今ではコロナ前の賑わいを取
り戻しています。そして買い物客の購買行動は大きく変わり、ネット通販とリアル
店舗の使い分けが明確になってきました。では、リアル店舗に足を運ぶ人は、どの
ような事を期待しているのでしょうか。本セミナーではコロナ禍とその後の店頭事
例を中心に、これから必要になるであろうPOP広告のあり方について考察します。



JPMインストアマーケティングショー＆アワード
買い場トレンドセミナー2025

●向坂文宏氏のプロフィール

定 員：300名
申 込：締切 2025年2月25日(火) （定員となり次第締め切り）

添付の申込書で会社ごとにまとめて事務局宛お申し込みください。
申込先： konno@jpm-inc.jp

登 録：申込書をいただいた参加者個人アドレス宛に、オンライン登録のためのメールを送信します。
  登録すると同時に、当日参加用のメールがご本人に自動送信されます。

参加料：￥4,400（税込）／人
 申込時記載の人数様分につきまして、終了後に連絡担当者にご請求させて頂きますのでご了承ください。

1995年、愛知県立芸術大学美術学部デザイン学科卒業（芸術学士）。1997年、神戸
芸術工科大学 芸術工学研究科総合デザイン専攻修士課程修了（芸術工学修士）。同
年4月に凸版印刷株式会社に入社し、トッパンアイデアセンターアートディレクター
を務める。2002年、株式会社電通テックに転職。店頭マーケティング部部長として
販促物の製作に携わる傍ら、2006年、株式会社電通リテールマーケティングの立ち
上げに参画。店頭企画部部長として業務を行う傍らで店頭マーケティングに関する
講演などを行い、積極的にマーケティング業界の新人教育に取り組む。仕事と並行
して、静岡産業大学情報学部（2012年9月～2015年3月）、相模女子大学生活デザイ
ン学科（2015年4月～2022年3月）で非常勤講師を務め、デザインとビジネス領域の
授業を行う。2016年に桜美林大学芸術文化学群へ入職、社会とのつながりを意識し
た美術教育を展開され、現在、芸術文化学群職 准教授としてご活躍中であり、
2025年大阪・関西万博会場内オフィシャルストア営業参加者選定委員会委員として
もお勤めになられております。

mailto:konno@jpm-inc.jp

	スライド番号 1
	スライド番号 2

